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弘前工高で溶接塾開講　２面

特集　全溶連大会九州
　　　　　　　　　　４－面

･ 深尾定男全溶連会長インタビュー　４面
･ 業界功労者氏の功績　５面
･ 第回全溶連大会　輝かしい歩み　６面
･ 全溶連ＳＤＧｓ宣言　　　　７面
･ 業界を振り返る（島田博夫氏・田邉幸巨氏）　７面
･ 特別座談会　
　　高圧ガス溶材業界の課題と展望　（・面）

･ メーカー・ディーラーインタビュー
　―我が社の取り組み―（―面）
･ 人手不足解消で協働ロボットに期待　　面
･国際ウエルディングショー開催へ　　面
･ 溶材商社の取り組みを聞く　　　面
･ 単位組合理事長・会長に聞く　・面

神溶会が全国総会開催　３面

焦点＝適正な事業規模　２面

厚労省　特化則で告知
ア
ー
ク
溶
接

作
業
主
任
者
　

講
習
制
度
新
設

受
講
項
目
限
定
し
１
日
講
習
が
可
能
に

建設９社
異
幅
柱
接
合
部
工
法
が
構
造
性
能
評
価
取
得

上
下
階
の
異
幅
角
鋼
管
柱
で
低
コ
ス
ト
施
工

第回全溶連大会九州開催へ

６
月
８
日
、ホ
テ
ル
日
航
福
岡

式
典
の
中
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」も

早
野
研
工（
岐
阜
県
大
垣
市
）

工場を一般開放し人集める

初心者への溶接指導は技能者を成長させる

（１） 第３４８５号 （昭和年５月日第３種郵便物認可） ２０２３年（令和年）６月６日 ⓒ産報出版株式会社　（毎週火曜日発行）

　
ホ
ン
ダ

は
、
２
０
２

６
年
か
ら
Ｆ

Ｉ
Ａ
（
国
際

自
動
車
連

盟
）
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

・
ワ
ン
世
界
選
手
権

（
Ｆ
１
）
に
参
戦
し
、

ア
ス
ト
ン
マ
ー
テ
ィ
ン

・
ア
ラ
ム
コ
・
コ
グ
ニ

ザ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
・
ワ
ン
・
チ
ー
ム
に

対
し
、
新
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
パ
ワ

ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
供
給
す

る
ワ
ー
ク
ス
契
約
を
結

ぶ
こ
と
で
合
意
し
た
と

発
表
し
た
。
Ｆ
１
へ
の

参
戦
復
帰
で
あ
る
▼
参

戦
の
切
っ
掛
け
に
な
っ

た
の
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目

標
と
し
た
新
レ
ギ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。


年
以
降
は
１
０
０
％
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

燃
料
の
使
用
が
義
務
付

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

最
高
出
力
の

％
を
エ

ン
ジ
ン
、

％
を
電
動

モ
ー
タ
で
賄
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
▼
具

体
的
に
は
、
エ
ン
ジ
ン

の
出
力
を
抑
え
る
一
方

で
、
走
行
す
る
マ
シ
ン

か
ら
減
速
時
な
ど
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
て

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
生
シ
ス
テ
ム
の
出
力

を
現
在
の
３
倍
に
引
き

上
げ
、
エ
ン
ジ
ン
と
モ

ー
タ
の
最
高
出
力
が
同

等
と
な
る
シ
ス
テ
ム
と

な
る
。
つ
ま
り
、
Ｆ
１

マ
シ
ン
も
エ
コ
カ
ー
に

な
る
わ
け
だ
▼
日
本
メ

ー
カ
ー
が
自
動
車
レ
ー

ス
の
最
高
峰
の
舞
台

で
、
ど
ん
な
エ
コ
カ
ー

技
術
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
、
今
か
ら
楽
し
み

だ
（
Ｙ
）

表　新制度による「金属アーク溶接等作業主任者限定技能講習」講習内容

　
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
に
関
す
る
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
特
化
則
）
の
改

正
に
よ
り
溶
接
事
業
所
に
対
し
て
「
特
定
化
学
物
質
作
業
主
任
者
」
の
選
任
が

義
務
化
さ
れ
た
が
、
主
任
者
の
選
任
に
必
要
な
技
能
講
習
の
体
制
が
追
い
つ
か

な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
労
省
は
告
示
を
改
正
。

講
習
内
容
を
ア
ー
ク
溶
接
に
限
定
し
た
新
た
な
講
習
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。
従

来

時
間
必
要
と
な
っ
て
い
た
講
習
が
６
時
間
、
１
日
で
可
能
と
な
る
。
今
後

は
講
習
実
施
機
関
の
整
備
が
急
務
と
な
る
と
と
も
に
、
各
溶
接
事
業
所
は
作
業

主
任
者
選
任
の
た
め
の
適
切
な
講
習
会
の
受
講
が
求
め
ら
れ
る
。

日
溶
協
が
公
開
し
た
フ
ィ
ッ

ト
テ
ス
ト
動
画

異
幅
接
合
部
工
法
の
概
要

　
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
、

淺
沼
組
、
安
藤
・
間
、
北

野
建
設
、
鴻
池
組
、
五
洋

建
設
、
鉄
建
建
設
、
長
谷

工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

矢
作
建
設
工
業
は
こ
の
ほ

ど
、
建
築
分
野
の
専
門
的

第
三
者
検
査
機
関
で
あ
る

日
本
Ｅ
Ｒ
Ｉ
か
ら
異
幅
柱

接
合
部
工
法
の
構
造
性
能

評
価
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
―
Ｋ

２
２
０
０
１
）
を
取

得
し
た
。
同
工
法
を

用
い
る
こ
と
で
、
上

下
階
の
角
形
鋼
管
の

柱
幅
が
異
な
る
鉄
骨

造
の
建
物
に
お
い

て
、
在
来
工
法
と
比

較
し
て
設
計
自
由
度

の
向
上
と
、
コ
ス
ト

削
減
を
実
現
す
る
。

　
最
上
階
の
屋
根
が

軽
い
倉
庫
や
、
上
下

階
で
用
途
や
階
高
が

異
な
る
複
合
施
設
な

ど
の
鉄
骨
建
築
物
の

場
合
、
上
階
の
柱
幅

を
下
階
よ
り
も
小
さ
く
す

る
設
計
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

上
下
階
の
角
形
鋼
管
の
柱

幅
が
異
な
る
場
合
、
従
来

は
上
方
に
向
か
い
柱
径
を

絞
る
テ
ー
パ
ー
管
を
接
合

部
パ
ネ
ル
に
用
い
る
方
法

が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
製
作
難
易
度
が

高
く
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や

納
期
に
留
意
す
る
課
題
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
上
部
通
し
ダ
イ

ア
フ
ラ
ム
を
介
し
て
上
階

柱
と
接
合
部
パ
ネ
ル
を
単

純
に
接
合
す
る
異
幅
接
合

形
式
を
採
用
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
上
階
柱
と
下
階

柱
の
径
差
は
日
本
建
築
学

会
の
鋼
構
造
接
合
部
設
計

指
針
に
よ
り

㍉
ま
で
に

制
限
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
異
幅
柱
接
合
部

工
法
は
、
建
物
を
よ
り
低

コ
ス
ト
で
合
理
的
に
設
計

す
る
た
め
に
、
角
形
鋼
管

の
「
異
幅
柱
接
合
形
式
」

の
径
差
が
大
き
い
場
合
で

も
適
用
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
発
し
た
も

の
。
通
し
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム

が
上
階
柱
に
先
行
し
て
破

壊
し
な
い
板
厚
と
な
る
よ

う
に
調
整
す
る
こ
と
で
、

上
階
柱
と
接
合
部
パ
ネ
ル

お
よ
び
下
階
柱
の
径
差
を

１
５
０
㍉
以
下
ま
で
適
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
接
合
部
パ
ネ
ル
お
よ

び
下
階
柱
の
大
き
さ
は
、

３
０
０
㍉
以
上
８
０
０
㍉

以
下
ま
で
対
応
可
能
。
テ

ー
パ
ー
管
形
式
に
よ
る
従

来
の
工
法
と
比
較
し
て

「
柱
梁
接
合
部
１
ヵ
所
当

た
り

万
円
程
度
の
コ
ス

ト
低
減
効
果
が
期
待
で
き

る
」
と
す
る
。

　
今
回
の
構
造
性
能
評
価

取
得
を
受
け
て
同
９
社
で

は
「
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
商

業
施
設
、
物
流
倉
庫
な
ど

の
建
物
の
中
間
階
や
最
上

階
に
異
幅
柱
接
合
部
工
法

を
積
極
的
に
採
用
し
、
普

及
展
開
を
図
っ
て
い
く
」

と
し
て
お
り
、
今
後
の
展

開
に
意
欲
を
み
せ
る
。

　
２
０
１
９
年
の
北
陸
大
会
以

来
、
４
年
振
り
と
な
る
「
第


回
全
溶
連
大
会
２
０
２
３
九

州
」
が
６
月
８
日
、
福
岡
市
博

多
区
の
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
で
開

か
れ
る
。
中
で
も
今
回
は
「
国

連
か
ら
発
表

さ
れ
た
持
続

可
能
な
開
発

目
標
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
に
全
溶
連

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
趣

旨
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
が
大
き
な

注
目
を
集
め
そ
う
だ
（
４
面
か

ら
関
連
記
事
）

　
全
国
高
圧
ガ
ス
溶
材
組
合
連

合
会
（
全
溶
連
）
は
、
一
般
高

圧
ガ
ス
販
売
業
界
、
唯
一
の
全

国
団
体
と
し
て
１
９
３
２
年
７

月

日
、
「
全
国
溶
材
商
連
合

会
」
と
し
て
設
立
。
会
員
相
互

の
連
携
に
よ
る
自
主
保
安
の
徹

底
に
よ
り
、
業
界
の
健
全
な
進

歩
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に

基
づ
く
周
知
文
書
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
保
安
文
書
の
作
成

・
頒
布
な
ど
の
活
動
通
じ
て
、

高
圧
ガ
ス
保
安
の
実
現
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
全
国
か
ら
会
員
が
集
う
全
溶

連
大
会
の
開
催
は
１
９
３
２
年

７
月
の
第
１
回
（
愛
知
犬
山
・

不
老
閣
）
か
ら
数
え
て
今
回
で


回
目
と
な
る
。
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
背
景
に
高
圧
ガ
ス
を
巡
る

環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
中
、

全
溶
連
大
会
を
通
じ
た
会
員
相

互
の
保
安
に
対
す
る
認
識
の
共

有
と
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す

る
決
意
が
求
め
ら
れ
る
。

　
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
に
関
す

る
特
定
化
学
物
質
障
害
予

防
規
則
（
特
化
則
）
の
改

正
に
よ
り
、
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
が
特
定
化
学
物
質
に
指

定
さ
れ
た
。
ア
ー
ク
溶
接

を
行
う
事
業
所
は
、
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
「
特
定

化
学
物
質
作
業
主
任
者
」

を
選
任
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
。
全
国
約


万
人
の
溶
接
作
業
従
事
者

に
対
し
、
数
万
人
規
模
の

作
業
主
任
者
の
選
任
が
必

要
と
想
定
さ
れ
る
。
た
だ

し
現
在
の
登
録
講
習
機
関

の
体
制
で
は
十
分
な
回
数

の
講
習
会
を
実
施
で
き
な

い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
て
い
る
。

　
主
任
者
を
選
ぶ
た
め
に

は
「
特
定
化
学
物
質
及
び

四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習
」
（
特
化

物
技
能
講
習
）
の
受
講
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
状
の
講
習
で
は
溶
接

に
直
接
は
関
係
の
な
い
特

化
物
に
関
す
る
科
目
も
受

講
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
受
講
者
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
も
受
講

が
進
ま
な
い
要
因
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
特
化
物
技
能

講
習
の
講
習
科
目
の
う

ち
、
「
ア
ー
ク
溶
接
に
関

わ
る
も
の
に
限
定
し
た
技

能
講
習
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
の
意
見

が
多
く
あ
が
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に

厚
生
労
働
省
は
「
金
属
ア

ー
ク
溶
接
等
作
業
主
任
者

限
定
技
能
講
習
に
関
す
る

学
科
講
習
の
科
目
の
範

囲
、
講
習
時
間
等
」
を
今

年
４
月
３
日
に
告
示
、
来

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
。

　
告
示
に
よ
る
新
た
な
技

能
講
習
は
従
来
、
２
日
間

計

時
間
必
要
と
な
っ
て

い
た
講
習
を
１
日
６
時
間

の
内
容
と
す
る
。
講
習
科

目
は
①
健
康
障
害
及
び
そ

の
予
防
措
置
に
関
す
る
知

識
（
１
時
間
）
②
作
業
環

境
の
改
善
方
法
に
関
す
る

知
識
（
２
時
間
）
③
保
護

具
に
関
す
る
知
識
（
２
時

間
）
④
関
係
法
令
（
１
時

間
）
の
計
６
時
間
。

　
今
後
は
講
習
を
受
講
す

す
る
こ
と
に
よ
り
「
金
属

ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
主
任

者
」
に
選
任
が
可
能
と
な

る
。
今
年
度
後
半
か
ら
改

正
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

講
習
会
の
実
施
が
本
格
化

さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
現
在
、
新
た
な
テ
キ

ス
ト
が
中
央
労
働
災
害
防

止
協
会
や
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
が
作
成
中

で
、
日
本
溶
接
協
会
安
全

衛
生
・
環
境
委
員
会
で
も

テ
キ
ス
ト
の
作
成
を
検
討

し
て
い
る
。

　
ま
た
講
習
会
の
担
当
講

師
の
人
員
確
保
が
講
習
実

施
機
関
に
は
課
題
と
な

る
。
資
格
要
件
は
労
働
安

全
衛
生
法
で
決
め
ら
れ
、

産
業
医
や
大
学
で
工
学
を

学
び
、
安
全
衛
生
に
携
わ

っ
た
経
験
者
な
ど
が
該
当

す
る
。
産
業
医
な
ど
は
厚

労
省
が
窓
口
と
な
り
講
習

実
施
機
関
に
紹
介
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
厚
労
省
は
各
都

道
府
県
の
労
働
局
を
窓
口

に
講
習
会
を
実
施
す
る
教

習
機
関
の
登
録
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
。
ま
た
日

溶
協
は
、
全
国
の
指
定
機

関
が
講
習
会
を
実
施
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
や
運
営

面
の
サ
ポ
ー
ト
を
図
っ
て

い
く
方
針
を
掲
げ
、
全
国

の
溶
接
事
業
所
が
、
講
習

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
体
制

を
支
援
す
る
。
ま
た

年

４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
た

呼
吸
用
保
護
具
の
フ
ィ
ッ

ト
テ
ス
ト
の
概
要
を
説
明

す
る
解
説
動
画
を
日
溶
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

し
て
い
る
。

溶
接
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
保

護
具
の
装
着
か
ら
丁
寧
に
指

導

　
自
社
工
場
を
一
般
開
放

し
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力

を
訴
求
す
る
オ
ー
プ
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
に

注
力
す
る
溶
接
事
業
所
が

増
加
し
て
い
る
。
特
に

「
溶
接
体
験
」
は
、
日
常

的
に
溶
接
に
触
れ
る
機
会

が
な
い
人
が
多
い
た
め
、

注
目
度
が
向
上
し
て
お

り
、
４
月

日
に
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
開
催

し
た
早
野
研
工
（
早
野
文

仁
社
長
）
の
養
老
工
場

（
岐
阜
県
養
老
町
）
で
も

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
。
「
も
の
づ

く
り
の
魅
力
訴
求
の
他
に

も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

っ
た
」
と
イ
ベ
ン
ト
を
振

り
返
る
同
社
の
早
野
文
仁

社
長
に
、
同
社
の
も
の
づ

く
り
と
当
日
の
様
子
を
取

材
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
同
社
は
４
月

日
に
創

業

周
年
を
記
念
し
て
同

社
養
老
工
場
を
一
般
開
放

し
、
来
場
者
を
受
け
入
れ

た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
当

日
、
同
社
工
場
に
は
３
０

０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

集
ま
り
、
溶
接
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。

　
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
参

加
者
が
保
護
具
を
身
に
着

け
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や

動
物
の
形
を
し
た
鉄
片
を

点
付
け
溶
接
す
る
こ
と

で
、
ネ
ー
ム
タ
グ
を
作
っ

た
。
素
材
は
工
場
端
材
で

あ
る
３
・
２
㍉
の
鋼
板
Ｓ

Ｓ
４
０
０
だ
。
「
日
常
生

活
で
は
溶
接
に
触
れ
る
機

会
が
な
い
た
め
興
味
が
あ

っ
た
」
「
最
初
は
火
花
が

怖
か
っ
た
が
終
盤
に
な
り

楽
し
く
な
っ
た
」
「
経
営

し
て
い
る
シ
ョ
ッ
プ
の
看

板
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
多
く
の
コ
メ
ン

ト
が
集
ま
り
、
「
ま
た
や

り
た
い
」
と
好
意
的
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。

　
同
社
の
早
野
社
長
は

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

『
も
の
づ
く
り
の
魅
力
や

当
社
を
知
っ
て
も
ら
う
』

と
い
う
以
上
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
」
と
開
催
当
日

を
振
り
返
る
。

　
溶
接
事
業
所
が
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、
溶

接
士
を
は
じ
め
と
し
た
技

能
者
の
意
識
改
革
だ
と
い

う
。
特
に
、
工
場
で
長
年

勤
務
し
て
い
る
熟
練
技
能

者
は
「
知
っ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
」
言
葉
足

ら
ず
な
指
導
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　
「
今
回
、
当
社
の
溶
接

士
は
、
初
め
て
ト
ー
チ
を

握
る
参
加
者
に
溶
接
を
教

え
た
た
め
、
『
安
全
保
護

具
の
装
着
方
法
』
や
『
遮

光
面
で
狭
ま
っ
た
視
界
で

溶
接
を
開
始
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
見
つ
け
る
方
法
』
と

い
っ
た
、
初
歩
的
だ
が
、

重
要
な
こ
と
を
丁
寧
に
説

明
し
た
。
そ
れ
が
、
細
か

な
指
導
や
指
示
、
情
報
伝

達
と
い
っ
た
日
常
業
務
で

の
姿
勢
に
生
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
」
（
早
野
社

長
）
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
同
社
で
は
半

自
動
溶
接
、テ
ィ
グ
溶
接
、

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
、
フ
ァ
イ

バ
ー
レ
ー
ザ
溶
接
、
ロ
ボ

ッ
ト
で
の
溶
接
な
ど
複
数

の
溶
接
技
術
を
駆
使
し

て
、
電
車
の
車
体
部
品
や

建
設
機
械
部
品
な
ど
の
試

作
品
製
造
を
軸
と
し
て
い

る
。
技
能
者
が
手
作
業
で

製
造
し
た
試
作
品
が
実
用

化
さ
れ
、
５
―
１
０
０
個

程
度
の
中
量
生
産
の
依
頼

と
し
て
花
開
く
こ
と
も
多

い
た
め
、
「
手
作
業
で
試

作
品
を
製
造
し
、
そ
の
工

程
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
溶
接

や
、
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ

溶
接
に
置
き
換
え
て
い

く
」
こ
と
が
同
社
の
溶
接

士
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　
早
野
社
長
は
「
手
作
業

で
製
造
し
た
溶
接
構
造
物

を
、
『
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー

ザ
溶
接
機
に
置
き
換
え
て

品
質
の
安
定
を
図
る
』
、

時
に
は
『
溶
接
で
は
な
く

抜
き
・
曲
げ
の
工
程
で
仕

上
げ
て
強
度
を
上
げ
る
』

と
い
っ
た
よ
う
に
、
工
程

を
再
検
討
し
て
定
量
化
す

る
に
は
、
正
確
に
言
語
化

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
今
回
、
溶
接
の
勘
所

を
初
心
者
に
教
え
る
こ
と

は
、
自
身
の
技
能
を
言
語

化
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
最
適
だ
」
と
話
す
。

　
近
年
、
自
社
工
場
を
一

般
開
放
す
る
オ
ー
プ
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
も
の
づ
く
り
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
溶

接
事
業
所
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
自
社
事
業
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
来
場
者
が
「
安
全
に

作
業
で
き
る
よ
う
に
」

「
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
、
各
技
能
者

が
工
夫
・
配
慮
す
る
機
会

と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
さ

ら
に
事
業
を
加
速
さ
せ
る

布
石
に
な
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
だ
。


